
開か
れた議会で 市議会ホームページもご覧ください。

町田市議会へのご意見をお寄せください。
電話 042‒724‒4049　FAX 050‒3161‒7663
ｅメール gikai@city.machida.tokyo.jp

https://www.gikai-machida.jp/

編　集：議会運営委員会　　発　行：町田市議会 
〒194－8520　町田市森野２－２－22

・お寄せいただいたご意見の要旨が広報紙等で紹介される場合
　がございます。ご了解の上、送信ください。
・第三者の誹謗、中傷、個人情報などは送信しないでください。
・原則として個別の回答は行いません。

町田市議会
スマートフォン
サイト

No.231 第４回定例会
11月29日～12月22日

令和５年（2023年）令和６年１月30日発行

町
田
市
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
条
例
・

町
田
市
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
条
例
・

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度
１２１２
月
補
正
予
算

月
補
正
予
算

をを
全
会
一
致
で
可
決

全
会
一
致
で
可
決

２～４面★一般質問
　　５面★意見書（要旨）　★請願の処理経過及び結果報告
　　　　★本会議の質疑から　★可決した主な議案の内容
　　　　★常任委員会の活動状況　★傍聴者の声（アンケートより）
　　６面★第１７期町田市議会改革調査特別委員会を開催　★委員会の審査から
　　７面★第４回定例会 議案審議結果一覧表
　　　　★第１回臨時会を開催　★令和５年度１１月補正予算のあらまし
　　　　★第１回臨時会 議案審議結果一覧表
　　８面★第６回　高校生との意見交換会の開催について
　　　　★相模原市議会議員と議員交流会を開催　★１２月定例会の日程

主
な
内
容

　本定例会は、１１月２９日から１２
月２２日までの２４日間にわたり開
催され、議案３６件、請願５件を
審議しました。
　審議の結果、市長提出議案は
２９件を可決、同意しました。
　議員提出議案は４件を可決、
３件を否決しました。
　また、市民から提出された請
願は５件を不採択としました。

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ

せ
た
１２
月
補
正
予
算
額
（
第
８
号
、

第
９
号
合
算
）
は
４３
億
１
９
７
１

万
円
と
な
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
補
正
額
の
う
ち
歳
入

は
、
国
庫
支
出
金
（
第
８
号
及
び

第
９
号
合
算
）
…
３７
億
２
６
２
２

万
８
千
円
、
都
支
出
金
…
２
億
２

２
７
６
万
２
千
円
、
寄
付
金
…
７

８
８
９
万
８
千
円
、
繰
入
金
…
２

億
８
３
３
７
万
３
千
円
で
す
。
歳

出
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で

す
。

総
　
務
　
費

　

財
政
管
理
費
の
ふ
る
さ
と
納
税

事
業
費
…
１
億
１
８
８
８
万
３
千

円
。

民
　
生
　
費

　

い
き
い
き
総
務
費
の
民
設
高
齢

者
福
祉
施
設
整
備
費
…
１
億
４
３

２
２
万
円
、
生
活
援
護
費
の
生
活

保
護
費
…
３７
億
９
５
５
８
万
２
千

円
。

衛
　
生
　
費

　

保
健
予
防
費
の
予
防
接
種
費
…

７
２
１
５
万
２
千
円
、
循
環
型
施

設
整
備
費
の
資
源
化
施
設
整
備
費

…
△
２
億
円
。

令
和
５
年
度

１２
月
補
正
予
算

の
あ
ら
ま
し

町田市議会（町田市公式）
＠machida_gikai
議会の情報などをどんどん発信し
ています。右上の２次元コードよ
り、フォローをお願いします！

X（旧 Twitter）で発信しています！

令和５年度（２０２３年度）１２月補正　会計別予算構成表

３
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ（
予
定
）

月
日

内　
　
容

２
２２
㊍
本
会
議（
包
括
外
部
監
査
結

果
報
告
・
補
正
予
算
提
案
理
由

説
明・質
疑・表
決
）（
議
会
構
成
）

議
会
運
営
委
員
会

２６
㊊
本
会
議（
議
会
構
成
）

２７
㊋

２８
㊌
本
会
議（
施
政
方
針・
新
年
度

市
長
提
出
議
案
提
案
理
由
説
明
）

議
会
運
営
委
員
会

２９
㊍
議
案
説
明
会

３
１
㊎
全
員
協
議
会

１１
㊊
本
会
議（
代
表
・
個
人
質
疑
）

議
会
運
営
委
員
会

１２
㊋
常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

１３
㊌

１４
㊍
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

１５
㊎

１８
㊊
常
任
委
員
会
予
備
日

１９
㊋

本
会
議（
一
般
質
問
）

２１
㊍

２２
㊎

２５
㊊

２６
㊋

２７
㊌
本
会
議（
表
決
）

議
会
運
営
委
員
会

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。請
願
・
陳
情
の
受
付
締
切
は
、

２
月
２２
日（
木
）午
後
５
時

で
す
。

※
受
付
締
切
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■開　催　日：２０２３年１１月５日（日）
■参　加　者：高校生３６名（市内７校＋公募含む）、議員２１名
■内　　　容：８グループに分かれ、第１ラウンドは「政治を身近に感じてもらうには？～高校生
のアイデアで投票率ＵＰを～」について、第２ラウンドは「自分が市長だったら何をやりたいか？」
について、ざっくばらんに意見を出し合い、議論を深めました。意見交換終了後は各グループの代
表者が各グループの意見や個人の感想などを発表し、その後、議場で電子表決の体験や記念撮影等
を行いました。大盛況のうちに終了し、市議会にとって有意義な成果が得られました。

詳細は８面へ

ダイジェスト動画を
　　　　公開中です！！
ぜひご覧ください！！

市議会
ホームページ▶

（単位：千円）

区　　分 補正前の額 補正額 計構成比（％） 構成比（％）
一 般 会 計 １８２,７５８,７７0 ５７.７ ４,３１１,２６１ 

（８号・９号合算） １８７,0７0,0３１ ５８.３

特　
別　
会　
計

国 民 健 康 保 険 
事　 業　 会　 計 ４２,８５６,８１７ １３.５ ２,８0１ ４２,８５９,６１８ １３.４
介 護 保 険 
事　 業　 会　 計 ３９,９１８,６９１ １２.６ ２,４４８ ３９,９２１,１３９ １２.４
後 期 高 齢 者 医 療 
事 業 会 計 １３,５７８,0３0 ４.３ ３,２00 １３,５８１,２３0 ４.２
鶴川駅南土地区画 
整 理 事 業 会 計 ４３７,８６２ 0.１ 0 ４３７,８６２ 0.１
下 水 道 事 業 会 計 １９,３１９,0２４ ６.１ 0 １９,３１９,0２４ ６.0

収 益 的 １２,１１９,４６６ ３.８ 0 １２,１１９,４６６ ３.８
資 本 的 ７,１９９,５５８ ２.３ 0 ７,１９９,５５８ ２.２

病 院 事 業 会 計 １７,８５0,１３２ ５.７ 0 １７,８５0,１３２ ５.６
収 益 的 １６,１７４,７0６ ５.１ 0 １６,１７４,７0６ ５.１
資 本 的 １,６７５,４２６ 0.６ 0 １,６７５,４２６ 0.５

小　計 １３３,９６0,５５６ ４２.３ ８,４４９ １３３,９６９,00５ ４１.７
合　　計 ３１６,７１９,３２６ １00.0 ４,３１９,７１0 ３２１,0３９,0３６ １00.0

を開催しました！！

第６回
高校生高校生と議員議員の意見交換会
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生
ご
み
削
減
の
啓�

発
／
冒
険
遊
び
場

　
田
中
美
穂
（
日
本
共
産
党
）

　

問　

生
ご
み
削
減
は
Ｃ
Ｏ
２
削

減
へ
ど
う
い
っ
た
効
果
が
あ
る
か
。

　
環
境
資
源
部
長
　
生
ご
み
の
約

80
％
が
水
分
で
あ
り
、
収
集
運
搬

や
焼
却
の
際
に
は
、
余
計
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
問　

生
ご
み
を
土
に
埋
め
て
分

解
さ
せ
る
方
法
、
い
わ
ゆ
る
「
キ

エ
ー
ロ
」
を
周
知
し
て
は
ど
う
か
。

　
環
境
資
源
部
長
　
動
画
や
展
示

な
ど
効
果
的
な
啓
発
方
法
や
周
知

方
法
に
つ
い
て
は
、
他
自
治
体
の

取
組
を
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

　
問　

プ
レ
ー
リ
ー
ダ
ー
は
専
門

性
が
求
め
ら
れ
、
処
遇
改
善
が
必

要
だ
が
ど
う
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
プ
レ
ー
リ

ー
ダ
ー
は
、
子
ど
も
の
自
発
的
な

遊
び
を
引
き
出
し
、
地
域
と
の
良

好
な
関
係
を
維
持
し
な
が
ら
、
遊

び
場
の
環
境
を
整
え
る
冒
険
遊
び

場
の
活
動
に
お
い
て
は
欠
か
せ
な

い
役
割
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
国
や
都
の
動
向

に
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

障
が
い
者
青
年
学�

級
継
続
を
求
め
て

Ｊ
ク
ラ
ブ
と
地
域�

経
済
／
学
校
再
編

　
細
野
龍
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
障

が
い
者
青
年
学
級
の
継
続
・
拡
充

を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
生
涯
学
習
部
長
　
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
運
営
協
議
会
で
い
た
だ
い

た
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
今
後
も
引

き
続
き
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

子
ど
も
・
子
育
て
複
合
施

設
に
入
る
子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

の
水
訓
練
室
は
、
こ
れ
ま
で
の
プ

ー
ル
開
放
と
同
様
に
使
え
る
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
療
育
及
び

　
加
藤
真
彦
（
自
由
民
主
党
）

　
問　

Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア
や
経

済
団
体
な
ど
の
声
を
聞
き
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
進
め
て
欲
し
い
。

　
経
済
観
光
部
長
　
ご
提
案
の
趣

旨
も
踏
ま
え
て
、
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
問　

野
津
田
公
園
周
辺
の
渋
滞

対
策
と
し
て
、
時
間
を
要
し
な
い

ソ
フ
ト
対
策
は
。

　
道
路
部
長
　
車
両
を
誘
導
し
、

交
通
量
の
抑
制
を
関
係
者
と
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

機
能
訓
練
に
活
用
す
る
た
め
、
10

メ
ー
ト
ル
掛
け
る
５
メ
ー
ト
ル
規

模
の
水
訓
練
室
を
設
置
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
問　

新
た
な
学
校
づ
く
り
の
学

校
整
備
・
管
理
運
営
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手

法
の
財
政
的
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
複
数
業
務
を

一
括
契
約
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事

業
費
削
減
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま

た
、
予
算
を
一
括
で
計
上
せ
ず
に

割
賦
払
い
に
よ
り
、
財
政
負
担
の

平
準
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
問　

令
和
２
年
の
国
勢
調
査
の

結
果
に
よ
り
、
新
た
な
学
校
づ
く

り
推
進
計
画
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
及
ぼ
す
か
。

　
教
育
長
　
新
た
な
40
年
度
ま
で

の
将
来
人
口
推
計
を
作
成
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
さ

ら
な
る
木
材
利
用
の
可
能
性
の
検

討
や
、
既
存
校
舎
の
劣
化
状
況
調

査
な
ど
を
行
い
、
計
画
で
示
し
た

統
合
時
期
や
通
学
区
域
変
更
時
期

な
ど
、
必
要
が
あ
れ
ば
24
年
度
中

に
修
正
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

安
心
安
全
な
給
食�

セ
ン
タ
ー
整
備
を

物
価
高
対
策
／
こ�

ど
も
誰
で
も
通
園

中
心
市
街
地
の

ま
ち
づ
く
り
！

　
佐
々
木
智
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
（
事
業
期
間

15
年
間
）
の
中
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
で
は
、
要
求
水
準
書
の
履
行
状

況
を
ど
の
よ
う
に
確
認
す
る
の
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
市
の
栄
養
士

が
常
駐
し
、
日
々
の
給
食
運
営
業

務
に
関
し
て
履
行
状
況
を
確
認
し

ま
す
。
四
半
期
ご
と
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
者
は
セ
ル
フ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
開
業
後
３
年

ご
と
を
め
ど
に
外
部
機
関
な
ど
を

交
え
た
確
認
を
行
う
予
定
で
す
。

　
お
ん
じ
ょ
う
由
久
（
公
明
党
）

　
問　

物
価
高
騰
や
人
材
不
足
等

の
環
境
下
、
ど
の
よ
う
に
予
算
遂

行
す
る
か
。

　
榎
本
副
市
長
　
大
規
模
事
業
は
、

技
術
者
が
設
計
図
書
を
客
観
的
視

点
で
検
証
し
、
工
法
等
を
評
価
し
、

見
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
の
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
必
要
に
応
じ

て
導
入
し
て
い
き
た
い
。

　
問　

国
の
交
付
金
を
年
内
に
予

算
化
し
、
速
や
か
に
給
付
を
。

　
三
遊
亭
ら
ん
丈（
自
由
民
主
党
）

　
問　

町
田
駅
周
辺
の
再
開
発
に

向
け
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
機
運
が

高
ま
っ
て
き
て
い
る
な
か
、
そ
の

進
捗
状
況
を
問
う
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
24
年
２

月
頃
に
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、

こ
れ
ま
で
の
議
論
や
意
見
も
踏
ま

え
て
計
画
案
を
作
成
し
ま
す
。
計

画
案
に
つ
い
て
、
24
年
３
月
中
旬

頃
か
ら
市
民
意
見
募
集
を
実
施
し
、

24
年
６
月
に
（
仮
称
）
町
田
駅
周

辺
整
備
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　
問　

高
齢
者
の
孤
立
・
孤
独
を

生
ま
な
い
見
守
り
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
取
組
の
現
状
を
問
う
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
高
齢
者

の
孤
立
を
防
ぎ
、
地
域
の
中
で
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
地
域
住
民
や
団
体
、
民
間
事

業
者
等
と
連
携
し
て
、
地
域
で
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
普

及
に
向
け
て
、
講
座
を
実
施
し
て

い
る
ほ
か
、
見
守
り
活
動
の
助
言

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
財
務
部
長
　
低
所
得
者
支
援
枠

は
、
対
象
の
方
に
速
や
か
に
お
届

け
が
で
き
る
よ
う
、
予
算
化
の
準

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

問　
（
仮
称
）
こ
ど
も
誰
で
も

通
園
制
度
の
導
入
が
必
要
で
は
。

  

子
ど
も
生
活
部
長
　
保
育
所
等

で
待
機
児
童
が
生
じ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
実
施
は
難
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
各
幼
稚
園
へ
意
向
調
査

を
行
っ
た
上
で
、
ゼ
ロ
、
１
歳
児

の
受
入
れ
方
法
等
も
含
め
、
導
入

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
問　

森
野
住
宅
周
辺
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
に
お
い
て
、
そ
の
進
捗

状
況
を
問
う
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
権
利
者

の
方
々
と
勉
強
会
を
開
催
し
、
検

討
を
進
め
、
相
模
原
市
と
連
携
を

強
化
し
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
問　

公
立
中
学
校
の
部
活
動
を

地
域
移
行
す
る
際
の
課
題
を
問
う
。

　
指
導
室
長
　
運
営
団
体
の
選
定
、

指
導
者
の
確
保
や
指
導
料
な
ど
の

財
源
、
指
導
者
と
顧
問
教
員
と
の

連
携
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

市
民
の
生
活
の

利
便
性
を
求
め
て

　
中
川
幸
太
郎
（
諸
派
）

　
問　

南
地
域
の
み
で
実
施
し
て

い
る
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
の
資
源
化
量
を
増
や
し
て
い

く
た
め
の
目
標
と
そ
の
見
通
し
は
。

　
榎
本
副
市
長
　
目
標
と
し
て
は
、

第
２
次
町
田
市
一
般
廃
棄
物
資
源

化
基
本
計
画
に
お
い
て
、
30
年
度

ま
で
に
19
年
度
と
比
較
し
て
、
４

０
０
０
ト
ン
増
加
さ
せ
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
目
標
の
達
成
に
向

け
て
、
26
年
度
か
ら
市
域
全
体
で

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収
、

資
源
化
を
開
始
し
、
資
源
化
量
の

増
加
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

南
大
谷
の
都
市
計
画
道
路

の
整
備
が
完
了
す
る
ま
で
時
間
が

か
か
る
と
思
う
が
、
そ
の
間
の
既

存
の
道
路
の
安
全
対
策
は
。

　
道
路
部
長
　
安
全
対
策
要
望
に

対
し
て
は
、
危
険
度
が
高
い
箇
所

か
ら
順
次
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、
注
意
喚
起
看
板
の

設
置
と
か
道
路
へ
の
樹
木
の
せ
り

出
し
と
か
、
簡
易
な
対
応
は
速
や

か
に
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸

認

知

症

施

策

　
佐
藤
和
彦（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
町

田
方
面
延
伸
の
開
業
に
向
け
て
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
都
が
事
業

化
を
図
る
判
断
を
行
い
ま
す
。
判

断
後
は
、
事
業
認
可
な
ど
の
手
続

が
行
わ
れ
ま
す
。
認
可
取
得
後
は

道
路
の
拡
幅
な
ど
の
整
備
が
行
わ

れ
、
開
業
を
迎
え
る
流
れ
で
す
。

　
問　

沿
線
ま
ち
づ
く
り
構
想
素

案
で
は
モ
ノ
レ
ー
ル
開
業
の
目
標

年
次
は
定
め
て
い
る
の
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
目
標
年
次

は
定
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
関
係
者

と
開
業
ま
で
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス

を
着
実
に
進
め
、
早
期
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
問　

地
域
で
認
知
症
の
人
を
支

え
る
体
制
構
築
に
向
け
て
、
今
後

の
考
え
方
は
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
多
く
の

市
民
に
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
田
市
景
観
計
画�

の
改
定
に
つ
い
て

　
石
川
好
忠
（
自
由
民
主
党
）

　

問　
「
町
田
市
景
観
計
画
」
の

改
定
に
よ
り
目
指
す
こ
と
は
。
ど

の
よ
う
に
実
現
す
る
か
。

　
赤
塚
副
市
長
　
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
自
然
な
ど
、
景
観
の
魅
力

を
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
き
ま
す
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
実
現
に

は
、
町
田
市
景
観
条
例
の
改
正
と

（
仮
称
）
町
田
市
屋
外
広
告
物
条

例
の
制
定
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

問　
「
町
田
市
（
仮
称
）
子
ど

も
・
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
等
複
合
施

設
整
備
等
事
業
」
の
考
え
方
は
。

　
榎
本
副
市
長
　
人
と
人
と
が
つ

な
が
り
多
様
な
価
値
を
尊
重
し
合

え
る
関
係
の
先
に
、
ほ
っ
と
で
き

る
居
場
所
を
見
つ
け
ら
れ
る
ま
ち

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
問　

町
田
市
立
総
合
体
育
館
の

現
状
と
課
題
、
今
後
の
方
向
性
は
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
空

調
設
備
の
不
具
合
や
雨
漏
り
な
ど

に
よ
っ
て
、
突
発
的
な
休
館
が
生

じ
な
い
よ
う
、
適
切
な
修
繕
や
維

持
保
全
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

買
物
空
白
地
区
の�

解
消
を
求
め
て

　
お
ぜ
き
重
太
郎
（
諸
派
）

　
問　

町
田
市
は
２
０
２
１
年
度

の
市
民
意
識
調
査
の
結
果
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
地
形
な

ど
の
地
域
特
性
と
併
せ
、
移
動
に

不
便
を
感
じ
る
地
区
の
買
物
の
満

足
度
が
低
い
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

　
問　

町
田
市
は
買
物
空
白
地
区

に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を

し
て
い
き
ま
す
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
高
齢
者

支
援
セ
ン
タ
ー
で
作
成
し
て
い
る

社
会
資
源
冊
子
の
情
報
の
中
か
ら
、

市
内
全
域
の
買
物
支
援
に
関
す
る

情
報
を
ま
と
め
た
冊
子
を
作
成
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
買
物
に
役
立
つ

情
報
を
高
齢
者
等
に
広
く
周
知
し

て
い
き
ま
す
。

　
問　

移
動
販
売
を
誘
致
す
べ
き

と
考
え
ま
す
が
、
ど
う
で
す
か
。

　
経
済
観
光
部
長
　
市
内
の
各
地

域
の
特
性
や
地
域
住
民
の
声
と
併

せ
て
、
他
市
の
事
例
を
参
考
に
し

な
が
ら
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

一般質問

　各議員のタイトル下から一般質
問の録画映像にアクセスできます。
※�動画の再生には別途通信料がかか
る場合があります。

　１２月４日から８日の５日間にわたり、
３３名の議員が市政を取り巻く諸問題に
ついて、意見・提案を交えながら、市長
などの考えをただしました。質問、答弁
の要旨は次のとおりです。
※�議長と副議長は、町田市議会では一般
質問を行わないことになっています。

幼
稚
園
児
の
減
少�

に
対
し
て
の
対
応

　
吉
田
つ
と
む
（
無
所
属
）

　
問　

町
田
市
に
お
い
て
幼
稚
園

児
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
が
、

他
方
で
保
育
園
の
補
助
新
設
を
進

め
て
い
る
。
民
間
運
営
の
幼
稚
園

の
経
営
は
、
全
て
自
己
責
任
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
市
内
の
幼

稚
園
は
民
間
事
業
者
が
運
営
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
運
営
継
続
の
判

断
は
事
業
者
が
行
う
こ
と
と
な
り

ま
す
。
た
だ
、
現
状
と
し
て
は
、

幼
児
教
育
の
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
確

保
量
は
充
足
し
て
お
り
、
直
ち
に

問
題
に
な
る
こ
と
は
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
問　

町
田
市
の
窓
口
に
市
民
が

複
雑
な
手
続
き
文
書
の
作
成
の
相

談
を
し
た
際
、
担
当
職
員
が
苦
慮

し
て
も
、
管
理
職
は
代
わ
っ
て
対

応
し
な
い
の
か
。

　
総
務
部
長
　
市
役
所
の
手
続
は

法
令
等
に
基
づ
い
て
判
断
し
て
い

ま
す
の
で
、
課
長
が
出
て
説
明
内

容
が
変
わ
る
こ
と
は
通
常
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
窓
口
の
職
員
が
責
任

を
持
っ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
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障
が
い
者
雇
用
・

啓
発
・
ゼ
ル
ビ
ア

　
渡
辺
さ
と
し（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

障
が
い
者
雇
用
率
達
成
の

た
め
、
新
た
な
雇
用
創
出
が
必
要

だ
が
、
市
の
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

　
総
務
部
長
　
多
摩
市
や
横
浜
市

に
視
察
を
行
い
、
障
が
い
の
あ
る

会
計
年
度
任
用
職
員
の
雇
用
を
創

出
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
町
田
市
に
も
導
入
で
き
る
か

ど
う
か
の
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
問　

火
災
予
防
の
観
点
か
ら
リ

チ
ウ
ム
電
池
の
ご
み
袋
混
入
を
防

ぐ
た
め
、
ご
み
袋
の
デ
ザ
イ
ン
変

更
を
し
、
市
民
啓
発
す
べ
き
で
は
。

　
環
境
資
源
部
長
　
デ
ザ
イ
ン
変

更
は
24
年
度
作
成
分
か
ら
実
施
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
問　

鶴
川
駅
新
北
口
交
通
広
場

の
利
用
開
始
時
期
に
連
節
バ
ス
の

乗
り
入
れ
は
予
定
さ
れ
て
い
る
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
大
規
模
イ

ベ
ン
ト
が
野
津
田
公
園
で
開
催
さ

れ
る
際
の
鶴
川
駅
と
野
津
田
公
園

間
の
連
節
バ
ス
導
入
に
つ
き
ま
し

て
、
現
在
、
関
係
各
所
と
協
議
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

相
原
地
域
の
街
／

公
共
工
事
の
発
注

依
存
症
対
策
と
滝 

山
病
院
に
関
し
て

　
小
野
寺
ま
な
ぶ
（
公
明
党
）

　
問　
「
生
活
拠
点
」
と
し
て
の
、

相
原
地
域
の
街
づ
く
り
の
課
題
は
。

　
赤
塚
副
市
長
　
駅
西
口
地
区
は
、

魅
力
あ
る
商
業
施
設
の
集
積
や
新

た
な
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
向
け
た

地
域
住
民
の
機
運
醸
成
が
、
駅
東

口
地
区
は
、
東
口
に
至
る
ア
ク
セ

ス
道
路
の
整
備
に
お
い
て
地
権
者

の
皆
様
か
ら
ご
協
力
を
得
て
い
く

こ
と
が
課
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
問　

新
・
担
い
手
３
法
の
一
層

浸
透
を
促
進
し
て
は
ど
う
か
。

　
今
村
る
か
（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

都
内
で
精
神
科
受
診
者
数

は
年
々
増
加
、
町
田
保
健
所
の
依

存
症
相
談
は
横
ば
い
。
ど
こ
に
も

相
談
で
き
ず
困
っ
て
い
る
当
事
者

と
家
族
が
い
る
。
市
の
取
組
は
。

　
保
健
所
長
　
市
内
に
は
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
症
の
自
助
グ
ル
ー
プ
が

１
か
所
あ
り
ま
す
が
、
家
族
会
は

な
く
、
希
望
さ
れ
る
方
に
は
市
外

に
あ
る
家
族
会
を
ご
紹
介
し
て
い

る
状
況
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
に
つ
い
て
は
、
健
康
教
育
や
講

　
財
務
部
長
　
今
後
も
意
見
交
換

会
の
場
を
定
期
的
に
設
け
る
な
ど
、

事
業
者
が
抱
え
る
課
題
を
伺
い
な

が
ら
、
市
内
の
建
設
業
が
持
続
的

に
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
な
発
注

方
法
等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
問　

ア
ス
ベ
ス
ト
処
理
対
応
は
。

　
環
境
資
源
部
長
　
23
年
10
月
か

ら
有
資
格
者
に
よ
る
事
前
調
査
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
市
に
お

い
て
は
、
定
期
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
、
安
全
性
の
周
知
を
工
事

業
者
に
促
し
て
い
ま
す
。

演
会
を
実
施
し
て
お
り
、
市
民
へ

の
周
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。
薬
物

依
存
は
、
薬
物
乱
用
防
止
ポ
ス
タ

ー
や
標
語
の
募
集
を
行
い
、
普
及

啓
発
活
動
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
問　

滝
山
病
院
事
件
発
覚
時
に
、

市
長
同
意
の
医
療
保
護
入
院
な
ど

町
田
市
民
の
患
者
さ
ん
は
い
ま
し

た
か
。

　
保
健
所
長
　
市
長
同
意
に
よ
る

医
療
保
護
入
院
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
他
の
入
院
患
者
は
、

市
と
し
て
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
み
ゼ
ロ
／
在
宅 

医
療
／
共
生
社
会

国
際
工
芸
美
術
館 

計
画
は
見
直
し
を

　
藤
田
学
（
自
由
民
主
党
）

　
問　

ご
み
ゼ
ロ
に
向
け
て
、
ビ

ン
、
カ
ン
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
資
源
化
に
向
け
た
今
後
の

取
組
は
。

　
市
長
　
忠
生
地
区
の
皆
様
と
お

約
束
を
い
た
し
ま
し
た
と
お
り
、

現
在
の
瓶
・
缶
中
間
処
理
施
設
は

25
年
度
で
閉
鎖
し
、
26
年
度
か
ら

外
部
委
託
に
て
行
う
こ
と
と
い
た

し
ま
す
。
26
年
度
か
ら
市
域
全
域

で
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回

収
、
資
源
化
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

　
新
井
よ
し
な
お
（
無
所
属
）

　
問　

長
い
間
説
明
し
て
き
た
と

い
う
が
、
コ
ロ
ナ
明
け
の
説
明
会

で
「
設
計
は
変
更
し
な
い
」
と
発

言
し
た
の
は
間
違
い
な
い
か
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
こ

れ
ま
で
の
お
答
え
と
繰
り
返
し
に

な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
市
民
の
皆

様
、
芹
ヶ
谷
公
園
周
辺
の
町
内
会

・
自
治
会
の
皆
様
、
ま
た
市
議
会

に
対
し
て
も
、
丁
寧
に
説
明
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　
問　

委
員
会
議
事
録
に
あ
る
が
、

　
問　

在
宅
療
養
を
希
望
す
る
多

く
の
人
が
そ
の
望
み
を
実
現
で
き

る
よ
う
、
医
療
・
介
護
連
携
の
取

組
を
一
層
強
化
さ
れ
た
い
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
町
プ
ロ

推
進
協
議
会
で
は
、
研
修
会
や
関

係
機
関
の
連
携
を
ス
ム
ー
ズ
に
す

る
取
組
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

共
生
社
会
に
向
け
て
、
こ

れ
か
ら
の
障
が
い
者
施
策
は
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
障
が
い
者
差

別
解
消
条
例
の
制
定
に
向
け
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

23
年
５
月
の
説
明
会
で
「
完
成
を

心
待
ち
に
し
て
い
る
」
と
発
言
し

た
の
は
１
人
で
間
違
い
な
い
か
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
議

事
録
に
載
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
の
で
、
事
実
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

　
問　

建
築
審
査
会
で
も
反
対
が

９
割
だ
っ
た
、
間
違
い
な
い
か
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
国
際
工

芸
美
術
館
に
つ
い
て
の
事
前
周
知

の
際
、
９
割
の
方
が
反
対
と
い
う

こ
と
で
聞
い
て
い
ま
す
。

鶴
川
駅
に
急
行
を

健
康
寿
命
の
延
伸

　
渡
辺
厳
太
郎（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問　

ゼ
ル
ビ
ア
の
Ｊ
１
昇
格
を

契
機
に
、
鶴
川
駅
に
快
速
急
行
・

急
行
の
停
車
を
求
め
る
。

　
赤
塚
副
市
長
　
多
数
の
来
客
が

想
定
さ
れ
、
人
員
輸
送
力
確
保
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
鶴
川
駅

へ
の
臨
時
停
車
を
小
田
急
電
鉄
株

式
会
社
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　
問　

厳
し
い
財
政
難
を
抜
本
的

に
打
破
す
る
た
め
、
低
コ
ス
ト
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
研
究
す
べ
き
だ
が
。

　
政
策
経
営
部
長
　
有
用
と
思
わ

れ
る
取
組
は
よ
り
詳
細
に
調
査
し
、

導
入
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
紹
介
い
た
だ
い
た
事

例
は
動
向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

口
腔
内
の
健
康
が
、
認
知

症
や
糖
尿
病
、
脳
や
心
臓
の
全
身

疾
患
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
こ
と

を
広
く
市
民
に
啓
発
す
べ
き
だ
が
。

　
保
健
所
長
　
今
後
も
引
き
続
き
、

歯
の
健
康
に
関
す
る
情
報
提
供
を

行
い
、
歯
科
健
診
に
よ
る
早
期
発

見
、
治
療
の
大
切
さ
に
つ
い
て
普

及
啓
発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

日
本
一
、
登
校
荷 

物
が
軽
い
町
田
へ

　
矢
口
ま
ゆ
（
諸
派
）

　
問　

荷
物
を
ほ
と
ん
ど
持
た
ず

登
校
す
る
、
荷
物
ら
く
ら
く
登
校

の
今
後
の
展
開
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
通
学
時
に
お

け
る
児
童
の
荷
物
は
時
期
に
よ
っ

て
異
な
っ
て
い
く
の
で
、
実
施
時

期
を
検
討
の
上
で
、
引
き
続
き
少

し
ず
つ
地
域
を
広
げ
た
り
し
て
、

ま
だ
試
行
と
い
う
段
階
で
す
が
、

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
問　

荷
物
ら
く
ら
く
登
校
は
全

小
学
校
で
実
施
す
べ
き
。
ま
た
、

中
学
校
で
も
実
施
す
べ
き
で
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
小
学
校
は
で

き
る
だ
け
全
校
で
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
中
学
校
を
対
象

と
し
た
試
行
を
行
う
か
ど
う
か
は
、

必
要
に
応
じ
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

統
廃
合
後
の
学
童
保
育
の

登
降
所
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て

は
、
い
つ
ま
で
に
解
消
策
を
提
示

す
る
の
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
24
年
の
上

半
期
頃
を
目
途
に
ま
と
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

野
津
田
の
環
境
保 

全
・
人
工
芝
問
題

　
笹
倉
み
ど
り（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

野
津
田
公
園
ス
ケ
ー
ト
パ

ー
ク
予
定
地
の
自
然
環
境
調
査
結

果
で
、
希
少
種
の
種
類
数
は
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
植
物
11

種
、
昆
虫
類
15
種
、
ク
モ
類
２
種
、

鳥
類
１
種
が
確
認
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
問　

野
津
田
公
園
整
備
で
自
然

を
残
す
エ
リ
ア
は
ど
こ
か
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
第
二
次

野
津
田
公
園
整
備
基
本
計
画
で
は
、

上
の
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
南
側
に
位
置

す
る
小
高
い
丘
を
既
存
の
自
然
環

境
を
生
か
し
て
遊
べ
る
空
間
と
し
、

上
の
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
東
西
に
位
置

す
る
雑
木
観
察
林
は
、
多
様
な
自

然
環
境
と
、
こ
れ
を
利
用
す
る
活

動
の
場
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
問　

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

の
原
因
と
も
な
る
人
工
芝
破
片
の

流
出
対
策
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
環
境
資
源
部
長
　
引
き
続
き
、

国
か
ら
の
情
報
を
注
視
し
て
い
く

と
と
も
に
、
多
摩
市
か
ら
も
情
報

収
集
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

市
内
経
済
活
性
化 

生
成
Ａ
Ｉ
利
活
用

医
療
充
実
と
男
性 

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

　
若
林
章
喜（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問　

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
基

調
に
合
わ
せ
、
市
内
経
済
活
性
化

を
す
べ
き
だ
が
、
裏
付
け
と
な
る

財
政
の
見
通
し
に
つ
い
て
問
う
。

　
市
長
　
24
年
度
の
収
支
不
足
を

19
億
円
と
見
込
ん
で
お
り
、
こ
の

解
消
を
図
り
な
が
ら
政
策
課
題
に

も
取
り
組
め
る
よ
う
、
24
年
度
の

予
算
を
編
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
問　

市
役
所
で
の
生
成
Ａ
Ｉ
利

用
に
伴
い
、
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
整
備
を
求
め
る
。

　
お
く
栄
一
（
公
明
党
）

　
問　

市
民
病
院
の
「
医
師
の
働

き
方
改
革
」
を
通
し
、
市
民
が
受

け
る
医
療
に
影
響
は
あ
る
の
か
。

　
病
院
事
業
管
理
者
　
医
師
と
多

職
種
間
で
の
タ
ス
ク
・
シ
フ
ト
／

シ
ェ
ア
の
進
展
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
医
師
の
労
務
環
境
の

改
善
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

健
康
な
医
師
が
確
保
さ
れ
る
こ
と

は
、
市
民
に
安
心
し
て
質
の
高
い

医
療
を
提
供
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
を

も
た
ら
す
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
榎
本
副
市
長
　
23
年
12
月
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
暫
定
版
か
ら
正
式

版
へ
と
改
定
し
ま
す
。
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
遵
守
し
、
職
員
専
用
Ａ
Ｉ

を
安
全
に
利
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

教
育
委
員
会
の
目
指
す
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
在
り

方
に
つ
い
て
問
う
。

　
指
導
室
長
　
地
域
や
保
護
者
と

連
携
し
、
学
校
だ
け
で
は
難
し
い

様
々
な
体
験
活
動
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
教
育
活
動
が
充
実
し

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
問　

男
性
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
、
11
月
開
催
の
東
京
都
市

保
健
衛
生
担
当
課
長
会
を
受
け
て
、

市
の
受
け
止
め
方
は
。

　
保
健
所
長
　
他
自
治
体
の
情
報

収
集
を
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、

町
田
市
医
師
会
と
協
議
を
し
た
い
。

　
問　

商
店
街
活
性
化
の
た
め
、

イ
ベ
ン
ト
以
外
で
の
定
期
的
な
空

間
利
用
は
良
い
試
み
と
思
う
が
。

　
経
済
観
光
部
長
　
地
域
の
特
性

や
地
域
の
声
を
踏
ま
え
、
庁
内
で

連
携
し
た
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

治
安
対
策
／
脱
炭 

素
／
デ
ジ
通
貨

　
村
ま
つ
俊
孝
（
公
明
党
）

　
問　

町
田
駅
周
辺
の
治
安
が
悪

化
し
て
い
る
と
聞
く
が
対
策
は
。

　
防
災
安
全
部
長
　
居
酒
屋
等
の

客
引
き
が
増
加
し
、
治
安
に
対
す

る
不
安
な
ど
の
悪
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
23

年
12
月
に
会
議
を
設
置
し
協
議
を

開
始
し
ま
す
。
市
条
例
の
有
効
性

も
検
討
課
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
問　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ま

ち
だ
に
向
け
た
今
後
の
展
望
は
。

　
榎
本
副
市
長
　
24
年
度
に
国
の

補
助
制
度
で
あ
る
重
点
対
策
加
速

化
事
業
に
採
択
さ
れ
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
制
度
を
活
用

し
、
バ
イ
エ
ネ
君
、
市
民
セ
ン
タ

ー
な
ど
に
太
陽
光
発
電
設
備
導
入

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
を
導

入
し
て
は
ど
う
か
。

　
経
済
観
光
部
長
　
地
域
内
の
経

済
循
環
や
愛
着
心
を
高
め
る
有
効

な
ツ
ー
ル
と
い
う
認
識
を
持
っ
て

い
ま
す
。
町
田
商
工
会
議
所
な
ど

と
と
も
に
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
／
プ
ラ 

ス
チ
ッ
ク
資
源
化

　
木
目
田
英
男（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問　

デ
ジ
タ
ル
化
総
合
戦
略
２

０
２
２
の
取
組
結
果
は
。

　
榎
本
副
市
長
　
情
報
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
、
23
年
度
中
に
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス
へ
の
移
行
率
は
95
％

と
な
る
予
定
で
す
。
税
務
な
ど
20

の
基
幹
業
務
に
つ
い
て
、
国
が
定

め
た
標
準
仕
様
の
シ
ス
テ
ム
へ
移

行
し
、
25
年
度
中
に
標
準
化
が
完

了
す
る
見
込
み
で
す
。
基
幹
業
務

に
お
け
る
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
を
進
め
、
国
が
求
め
る
介
護

保
険
な
ど
の
27
手
続
は
、
昨
年
度

ま
で
に
完
了
し
ま
し
た
。
基
幹
業

務
以
外
は
、
23
年
11
月
末
ま
で
に

２
２
２
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が

実
現
し
、
登
録
者
数
は
６
万
人
を

超
え
て
い
ま
す
。
利
用
者
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
９
割
以
上
の
方
か
ら

高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
問　

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
資
源
化
の
今
後
の
見
通
し
は
。

　
市
長
　
26
年
度
か
ら
市
全
域
で

の
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回

収
、
資
源
化
を
開
始
い
た
し
ま
す
。
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本
会
議
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を

ま
す
。

本
会
議・委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令和６年（２０２4年）1月３０日

　
佐
藤
伸
一
郎
（
自
由
民
主
党
）

　
問　

ま
ち
だ
未
来
づ
く
り
ビ
ジ

ョ
ン
２
０
４
０
の
実
現
に
向
け
た

財
政
運
営
に
つ
い
て
問
う
。

　
市
長
　
経
営
的
視
点
に
立
ち
、

新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
で
、

公
共
施
設
の
よ
り
よ
い
形
が
実
現

で
き
る
よ
う
、
財
政
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
町
田
市
５
ヵ
年

計
画
２２
―
２６
で
掲
げ
た
ま
ち
づ
く

り
の
取
組
を
着
実
に
進
め
、
市
税

収
入
を
確
保
し
つ
つ
、
市
内
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
好
循
環
を

生
み
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
問　

堺
地
区
に
お
け
る
道
路
整

備
に
つ
い
て
進
捗
状
況
を
問
う
。

　
道
路
部
長
　
都
市
計
画
道
路
４

路
線
と
相
原
駅
東
口
ア
ク
セ
ス
路

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
市
が

進
め
て
い
る
町
田
都
市
計
画
道
路

３
・
４
・
４９
号
は
、
相
模
原
市
に

て
橋
梁
設
計
、
河
川
管
理
者
と
の

協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

町
田
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
４１

号
は
相
模
原
市
に
て
橋
梁
の
下
部

工
事
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

町
田
市
の
財
政
運 

営
・
堺
地
区
道
路

て
は
ど
う
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
施
設
の
設

備
面
な
ど
の
課
題
が
あ
る
た
め
、

す
ぐ
に
実
施
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
他
市

の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

町
田
リ
ス
園
の
基
本
計
画

策
定
に
あ
た
り
、
現
在
運
営
し
て

い
る
町
田
リ
ス
園
が
協
議
に
加
わ

る
こ
と
は
可
能
か
。

　
経
済
観
光
部
長
　
町
田
リ
ス
園

か
ら
状
況
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
く

機
会
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

医
ケ
ア
児
・
病
児 

保
育
・
リ
ス
園
他

　
森
本
せ
い
や（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

鶴
川
駅
周
辺
は
「
に
ぎ
わ

い
と
み
ど
り
の
都
市
拠
点
」
と
位

置
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
展
望
は
。

　

赤
塚
副
市
長　
地
域
資
源
が
結

ば
れ
た
回
遊
性
の
高
い
ま
ち
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
駅
北
側
は
、
交

通
広
場
拡
充
と
香
山
緑
地
の
整
備
、

駅
南
側
は
ア
ク
セ
ス
道
路
を
整
備
、

さ
ら
に
、
駅
南
北
を
つ
な
ぐ
自
由

通
路
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

町
田
市
「
子
育
て
環
境
の

安
定
」
を
。
事
業
者
要
望
の
強
い
、

低
年
齢
児
の
利
用
者
定
員
の
柔
軟

な
設
定
、
変
更
を
強
く
求
め
る
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
園
の
経
営

に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
、
年
度
途

中
の
変
更
も
検
討
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
条
件
が
整
う
場
合
は
、

ゼ
ロ
、
１
歳
児
も
変
更
可
能
で
す
。

　
問　

高
校
生
意
見
交
換
会
で
、

政
治
へ
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
。
選

挙
啓
発
と
主
権
者
教
育
の
強
化
を
。

　
教
育
長
　
主
体
的
に
考
え
、
判

断
す
る
学
習
や
実
践
を
実
施
し
て

い
く
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

鶴
川
地
区
の
発
展 

若
者
の
政
治
参
加

　
白
川
哲
也（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問　

費
用
負
担
や
業
務
重
複
な

ど
重
要
な
話
を
決
め
る
前
に
三
団

体
の
入
所
あ
り
き
で
話
が
進
む
と
、

話
が
ま
と
ま
ら
な
く
な
る
と
約
１

年
半
前
に
指
摘
し
た
が
そ
の
通
り

に
な
っ
た
。
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

　
経
済
観
光
部
長
　
３
団
体
と
話

合
い
を
進
め
な
が
ら
、
他
都
市
の

事
例
を
追
加
調
査
し
て
い
き
ま
す
。

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
費
用
負
担

を
は
じ
め
、
ポ
ー
タ
ル
機
能
の
在

り
方
や
運
営
形
態
、
さ
ら
に
は
民

間
活
力
の
導
入
方
向
性
等
に
つ
い

て
協
議
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

民
間
参
入
も
増
え
て
お
り
、

建
て
替
え
後
は
第
三
セ
ク
タ
ー
で

あ
る
Ｍ
Ｂ
Ｄ
Ａ
を
解
散
さ
せ
て
民

間
に
任
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
経
済
観
光
部
長
　
将
来
の
起
業

家
発
掘
に
つ
な
げ
る
取
組
も
進
め

て
い
ま
す
。
市
の
起
業
、
創
業
を

支
え
る
中
心
的
な
担
い
手
と
し
て

町
田
新
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー
し
か

で
き
な
い
役
割
を
果
た
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

産
業
支
援
施
設
の 

複
合
化
に
つ
い
て

　
東
　
友
美（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

小
学
生
の
歩
行
速
度
は
文

献
か
ら
速
い
速
度
を
引
用
す
る
の

で
は
な
く
実
踏
を
行
っ
て
決
め
る

方
が
確
実
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
通
学
に
か
か

る
時
間
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
た
め
、

一
般
的
な
基
準
で
判
断
す
る
こ
と

が
適
切
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
実
際
に
歩
い
て
決
め
る
と

い
う
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
問　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ

い
て
、
計
画
終
了
後
の
方
針
は
。

　
殿
村
健
一
（
日
本
共
産
党
）

　
問　

物
価
高
騰
な
ど
市
民
生
活

が
厳
し
い
状
況
下
で
、
国
民
健
康

保
険
税
の
引
き
上
げ
は
止
め
る
べ

き
だ
が
、
ど
う
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
今
後
も

被
保
険
者
数
減
少
と
高
齢
化
が
進

み
ま
す
。
現
在
あ
る
赤
字
を
計
画

的
、
段
階
的
、
か
つ
確
実
に
解
消

し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

芹
ヶ
谷
公
園
パ
ー
ク
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
整
備
計
画
は
、
市
民
や

専
門
家
と
再
検
討
す
べ
き
だ
が
。

　
小
野
り
ゅ
う
じ（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

地
域
主
体
で
、
相
原
駅
西

口
広
場
で
買
物
支
援
に
つ
な
が
る

イ
ベ
ン
ト
実
施
の
要
望
が
出
た
場

合
、
道
路
占
用
許
可
を
出
せ
る
か
。

　
道
路
部
長
　
今
後
も
地
域
が
主

体
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ
い

て
、
相
談
が
あ
れ
ば
対
応
は
可
能

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

堺
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
ネ

ッ
ト
で
買
物
を
す
る
時
の
注
意
点

を
学
ぶ
学
習
会
の
実
施
は
可
能
か
。

　
市
民
協
働
推
進
担
当
部
長
　
ご

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
２５
年
度
以

降
も
計
画
に
位
置
づ
け
、
事
業
を

実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
問　

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
合

理
的
配
慮
の
提
供
が
２４
年
度
か
ら

民
間
事
業
者
で
も
義
務
化
さ
れ
る

が
、
市
の
今
後
の
施
策
は
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
法
的
義
務
と

な
る
こ
と
を
、
市
内
事
業
者
に
も

情
報
が
行
き
渡
る
よ
う
周
知
し
て

い
き
ま
す
。
民
間
事
業
者
と
障
が

い
の
あ
る
方
が
、
相
互
に
理
解
し

合
え
る
取
組
も
進
め
て
い
き
た
い
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
丁

寧
に
説
明
を
行
う
と
と
も
に
意
見

を
伺
い
進
め
て
き
ま
し
た
。
心
待

ち
に
し
て
い
る
声
も
あ
り
、
早
く

完
成
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
問　

町
田
消
防
署
と
本
町
田
小
、

店
舗
駐
車
場
前
の
児
童
な
ど
の
交

通
安
全
対
策
を
問
う
。

　
道
路
部
長
　
現
在
事
業
中
の
無

電
柱
化
工
事
に
併
せ
て
、
２４
年
度

に
消
防
署
前
交
差
点
の
横
断
抑
止

柵
を
、
よ
り
強
度
の
高
い
車
両
用

防
護
柵
に
変
更
す
る
予
定
で
す
。

要
望
が
あ
れ
ば
、
可
能
な
限
り
対

応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
問　

町
田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
開
設
５０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
イ
ベ
ン
ト
等
を
考
え
て
い
る
か
。

　
市
民
協
働
推
進
担
当
部
長
　
２５

年
に
は
開
設
５０
周
年
と
な
り
ま
す
。

大
き
な
節
目
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、
ど
の
よ
う

に
５０
周
年
を
迎
え
る
か
、
町
田
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

の
委
員
の
方
々
と
と
も
に
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

統
廃
合
後
の
通
学 

／
貧
困
／
障
が
い

国
民
健
康
保
険
税 

は
引
き
上
げ
る
な

相
原
町
買
物
支
援 

／
消
費
者
教
育

　
山
下
て
つ
や
（
公
明
党
）

　
問　

重
度
の
障
が
い
の
あ
る
方

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
整
備
の
人
材

確
保
の
取
組
は
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
他
市
の
事
例

な
ど
も
注
視
し
、
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
若
い
世
代
が
活
躍

し
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
福
祉
の
魅
力
を
お
伝
え
で

き
る
よ
う
な
こ
と
を
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

空
家
対
策
の
外
部
団
体
活

用
に
つ
い
て
の
市
の
考
え
方
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
な
ど
、
市
と
協
定
し
て
い

る
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、
効

果
的
な
取
組
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
問　

バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
火
災
防
止
対
策
の

先
進
技
術
導
入
の
可
能
性
は
。

　
循
環
型
施
設
担
当
部
長
　
充
電

式
電
池
を
検
出
す
る
こ
と
は
難
し

い
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
メ
ー
カ
ー

と
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
先

進
技
術
導
入
の
検
討
も
含
め
、
火

災
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

重
度
障
が
い
者
の 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　
熊
沢
あ
や
り
（
諸
派
）

　
問　

本
町
田
・
山
崎
・
金
井
・

藤
の
台
地
区
の
中
学
校
に
お
け
る
、

適
正
配
置
の
進
捗
状
況
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
金
井
中
学
校

と
薬
師
中
学
校
統
合
は
、
保
護
者

な
ど
か
ら
意
見
を
い
た
だ
く
意
見

交
換
会
を
開
催
予
定
で
す
。
第
三

中
学
校
と
山
崎
中
学
校
統
合
は
、

学
校
候
補
地
の
木
曽
山
崎
公
園
代

替
地
の
確
保
な
ど
が
困
難
で
、
候

補
地
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問　
Ｊ
１
試
合
開
催
時
、
シ
バ

ヒ
ロ
で
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
会
場

ま
で
バ
ス
輸
送
な
ど
を
す
る
と
活

性
化
す
る
と
思
う
が
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
前

向
き
に
検
討
し
た
い
。

　
問　

新
し
い
本
町
田
藤
の
台
の

小
学
校
の
校
歌
・
校
章
の
検
討
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
玉
川
大
学
と

連
携
し
作
成
を
進
め
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
各
校
の
１
年
生
及
び
４

年
生
が
玉
川
大
学
と
イ
メ
ー
ジ
を

深
め
る
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る 

町
田
を
目
指
し
て

用語の解説 本文中の青文字の解説です

　
秋
田
し
づ
か
（
諸
派
）

　
問　

医
療
的
ケ
ア
児
の
保
育
所

等
受
け
入
れ
に
あ
た
り
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
他
市
が
策

定
し
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
有

識
者
の
意
見
を
参
考
に
、
保
育
所

等
で
実
施
す
る
医
療
行
為
の
範
囲

や
対
象
年
齢
等
に
加
え
、
入
園
可

否
の
判
断
基
準
や
手
続
方
法
な
ど
、

様
々
な
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
問　

病
児
・
病
後
児
保
育
の
対

象
年
齢
を
６
年
生
ま
で
に
拡
大
し

多
子
世
帯
支
援
・ 

高
齢
者
の
安
心

　
松
葉
ひ
ろ
み
（
公
明
党
）

　
問　

東
京
都
が
学
校
給
食
費
無

償
化
を
支
援
す
る
方
針
を
打
ち
出

し
た
が
、
町
田
市
の
考
え
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
現
時
点
で
は
、

補
助
制
度
の
詳
細
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
情
報
収

集
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
問　

保
育
所
等
の
多
子
世
帯
負

担
軽
減
事
業
に
つ
い
て
、
企
業
主

導
型
保
育
施
設
も
対
象
に
す
べ
き
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
企
業
主
導

型
も
含
め
た
認
可
外
保
育
施
設
の

実
態
等
を
調
査
、
確
認
す
る
中
で
、

他
市
の
動
向
に
も
注
視
し
な
が
ら
、

ど
こ
ま
で
対
象
と
し
て
支
援
し
て

い
く
べ
き
か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

こ
れ
ま
で
も
提
案
し
て
き

た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
高
齢
者
の

見
守
り
事
業
の
導
入
に
つ
い
て
、

そ
の
後
の
状
況
は
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
市
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
見
守
り

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
金
を
一
定
期

間
補
助
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
検

討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

町田リス園のタイワンリス

◎キエーロ� 【２面】
　土の中の微生物により生ごみを分解するコンポス
トの一種。生ごみは土の中で分解され、土の量はほ
とんど増えることはなく、においや虫が発生しにく
いため、家のベランダでも取り組みやすいのが特徴。

◎ＰＦＩ� 【２面】
　ＰＦＩ は Ｐｒｉｖａｔｅ Ｆｉｎａｎｃｅ Ｉｎｉｔｉａｔｉｖｅ の略。公共施
設等の設計、建設、維持管理及び運営に、民間の資
金とノウハウを活用し、公共サービスの提供を民間
主導で行うことで、効率的かつ効果的な公共サービ
スの提供を図るという考え方。

◎医療的ケア児� 【４面】
　医療的ケア児とは、医学の進歩を背景として、Ｎ
ＩＣＵ（新生児特定集中治療室）等に長期入院した後、
引き続き人工呼吸器や胃ろう等を使用し、たんの吸
引や経管栄養などの医療的ケアが日常的に必要な児
童のこと。
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本
会
議
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を

ま
す
。

本
会
議・委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令和６年（２０２4年）1月３０日

本
会
議
の
　

本
会
議
の
　

　
質
疑
か
ら

　
質
疑
か
ら

可
決
し
た
主
な

可
決
し
た
主
な

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

～常任委員会の活動状況～

認
知
症
と
の
共
生
社
会
の
実

現
を
求
め
る
意
見
書

食
品
ロ
ス
削
減
へ
の
国
民
運

動
の
さ
ら
な
る
推
進
を
求
め

る
意
見
書

医
療
・
介
護
・
障
害
福
祉
分

野
に
お
け
る
処
遇
改
善
等
を

求
め
る
意
見
書

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
地

区
に
お
け
る
即
時
か
つ
持
続

的
な
人
道
的
休
戦
を
求
め
る

意
見
書

議員提出議案

意見書（要旨）意見書（要旨）
　本定例会では意見書４件を可決し、議長名で関係行政庁
へ提出しました。要旨は次のとおりです。

傍聴者傍聴者のの声声

請
願
の
処
理
経
過

請
願
の
処
理
経
過

及
び
結
果
報
告

及
び
結
果
報
告

　

認
知
症
と
の
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
、
行
政
の
体
制
を
一
層
強

化
し
、
一
刻
も
早
い
認
知
症
と
の

共
生
社
会
を
、
各
地
域
で
実
現
す

る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

　

①
認
知
症
基
本
法
の
円
滑
な
施

行
に
総
力
を
挙
げ
る
こ
と
。
②
地

方
自
治
体
へ
の
支
援
の
強
化
を
す

る
こ
と
。
③
地
方
自
治
体
の
組
織

体
制
の
強
化
を
す
る
こ
と
。
④
認

知
症
の
人
の
働
き
た
い
と
い
う
ニ

ー
ズ
を
叶
え
る
労
働
環
境
の
整
備

を
す
る
こ
と
。
⑤
認
知
症
の
方
を

抱
え
る
「
ご
家
族
」
へ
の
支
援
体

制
の
拡
充
を
す
る
こ
と
。
⑥
身
寄

り
の
な
い
方
に
も
柔
軟
に
寄
り
添

い
支
え
る
社
会
の
構
築
を
す
る
こ

と
。
⑦
認
知
症
に
関
す
る
基
本
事

項
を
繰
り
返
し
国
民
が
学
べ
る
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
６
件
宛
て

　

食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法
が
２
０

１
９
年
１０
月
に
施
行
さ
れ
た
。
食

品
ロ
ス
削
減
は
、
気
候
変
動
対
策

と
し
て
も
大
変
に
重
要
で
あ
り
、

廃
棄
に
お
け
る
直
接
的
に
生
じ
る

環
境
影
響
だ
け
で
な
く
、
そ
の
生

産
過
程
で
投
入
さ
れ
る
天
然
資
源

な
ど
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
は
決
し

て
少
な
く
な
い
。
よ
っ
て
、
政
府

に
対
し
以
下
に
つ
い
て
特
段
の
取

組
を
求
め
る
。
①
事
業
者
と
一
体

と
な
っ
た
エ
シ
カ
ル
消
費
の
普
及

促
進
。
②
食
品
ロ
ス
削
減
に
繋
が

る
小
分
け
包
装
等
の
拡
大
。
③
在

庫
食
品
や
未
利
用
食
品
の
寄
付
の

普
及
拡
大
。
④
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ

リ
ッ
ジ
の
設
置
支
援
。
⑤
出
荷
や

加
工
前
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
地
域

の
食
材
の
活
用
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
８
件
宛
て

　

介
護
事
業
所
や
障
害
福
祉
事
業

所
で
は
、
人
材
の
確
保
・
定
着
が

難
し
く
、
運
営
に
支
障
を
き
た
す

事
態
に
な
っ
て
い
る
。
厚
生
労
働

省
の
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査

（
２
０
２
２
年
）で
も
、
福
祉
施
設

等
の
介
護
職
員
の
超
過
勤
務
手
当

な
ど
を
含
む
平
均
賃
金
は
全
産
業

平
均
と
比
べ
、
８
万
円
を
超
え
る

格
差
が
あ
る
。
８
月
に
出
さ
れ
た

人
事
院
勧
告
は
民
間
企
業
の
賃
上

げ
を
受
け
て
プ
ラ
ス
改
定
と
な
る

も
、
介
護
報
酬
や
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
報
酬
に
は
反
映
さ
れ
な
い
。

よ
っ
て
、
介
護
職
員
等
の
賃
金
水

準
を
確
保
す
る
た
め
の
制
度
改
革

と
同
時
に
、
職
員
の
人
権
を
尊
重

し
生
活
を
保
障
す
る
取
組
を
迅
速

に
推
進
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
６
件
宛
て

　

イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の

イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
の
衝
突
に

よ
り
、
人
命
が
危
機
的
状
況
に
さ

ら
さ
れ
、
市
街
地
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
て
い
る
。
い
か
な
る

理
由
が
あ
ろ
う
と
も
紛
争
当
事
者

は
国
際
人
道
法
を
厳
守
す
べ
き
で

あ
る
。
今
も
悲
惨
な
紛
争
が
繰
り

返
さ
れ
て
い
る
中
、
町
田
市
議
会

は
こ
の
紛
争
に
関
わ
る
全
て
の
当

事
者
及
び
日
本
政
府
を
は
じ
め
と

す
る
国
際
社
会
に
対
し
、
即
時
か

つ
持
続
的
な
人
道
的
休
戦
及
び
人

質
を
即
時
解
放
す
る
こ
と
、
国
際

法
・
国
際
人
道
法
を
遵
守
す
る
こ

と
、
人
道
的
被
害
の
抑
制
・
人
道

支
援
物
資
の
供
給
を
通
じ
た
人
道

状
況
を
改
善
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
４
件
宛
て

条
例
・
そ
の
他

条
例
・
そ
の
他

第
１
１
７
号
議
案　
町
田
市

子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
条

例
　
議
員　
条
例
の
名
称
を
子
ど
も

に
や
さ
し
い
ま
ち
条
例
と
定
め
た

理
由
は
何
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長　
市
で
は
、

１
９
９
６
年
に
子
ど
も
が
中
心
と

な
っ
て
起
草
し
た
町
田
市
子
ど
も

憲
章
を
制
定
し
、
こ
れ
ま
で
先
駆

的
な
取
組
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
が
、
ユ
ニ
セ
フ
日
本
協

会
に
評
価
さ
れ
、
全
国
で
５
自
治

体
の
み
が
承
認
を
受
け
て
い
る
Ｃ

Ｆ
Ｃ
Ｉ
、
チ
ャ
イ
ル
ド
・
フ
レ
ン

ド
リ
ー
・
シ
テ
ィ
ー
ズ
・
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
、
日
本
語
で
、
子
ど
も
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
実

践
自
治
体
と
し
て
町
田
市
は
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
条
例
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
を
継
承
し
、
子

ど
も
が
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
を

実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
こ
の

名
称
と
し
ま
し
た
。

第
１
１
８
号
議
案　
町
田
市

空
家
等
の
発
生
の
予
防
、
適

切
な
管
理
及
び
活
用
の
促
進

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
議
員　
目
的
は
。
新
設
さ
れ
る

「
管
理
不
全
空
家
等
」
に
該
当
し

た
ら
ど
う
な
る
の
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長　
空
家
等
対

策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

の
改
正
に
伴
い
、
関
係
す
る
規
定

を
整
備
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
す
る
も
の
で
す
。
主
な
改
正
の

内
容
と
し
て
は
、
適
切
な
管
理
が

行
わ
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ

ば
特
定
空
家
等
に
な
っ
て
し
ま
う

お
そ
れ
の
あ
る
空
き
家
等
を
管
理

不
全
空
家
等
と
し
て
区
分
し
、
市

が
指
導
や
勧
告
の
措
置
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
に
伴
い
、
措
置

の
基
準
を
定
め
ま
す
。
実
際
に
措

置
を
行
う
際
は
、
外
部
の
有
識
者

で
構
成
す
る
町
田
市
管
理
不
全
空

家
等
及
び
特
定
空
家
等
対
策
審
議

会
に
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
を
定

め
ま
す
。
次
に
管
理
不
全
空
家
等

に
該
当
し
た
場
合
、
所
有
者
等
に

そ
の
旨
を
通
知
し
、
改
善
の
指
導

を
し
ま
す
。
改
善
が
見
ら
れ
な
か

っ
た
場
合
、
勧
告
書
を
送
付
し
ま

す
。
固
定
資
産
税
の
賦
課
期
日
で

あ
る
１
月
１
日
時
点
で
改
善
さ
れ

て
い
な
い
場
合
、
特
定
空
家
等
と

同
様
に
、
固
定
資
産
税
等
の
住
宅

用
地
特
例
が
解
除
さ
れ
、
固
定
資

産
税
が
最
大
で
６
倍
に
、
都
市
計

画
税
は
最
大
で
３
倍
に
な
り
ま
す
。

第
１
１
３
号
議
案　
公
益
的

法
人
等
へ
の
町
田
市
職
員
の

派
遣
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

町
田
市
か
ら
職
員
を
派
遣
す
る

こ
と
が
で
き
る
団
体
を
加
え
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で

す
。第

１
１
５
号
議
案　
町
田
市

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
鶴
川
及
び
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
南
大
谷
の
事
業
終
了
に

伴
い
、
関
係
す
る
規
定
を
整
備
す

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も

の
で
す
。

第
１
１
９
号
議
案　
町
田
市

民
病
院
使
用
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
を
使
用
し

た
白
内
障
手
術
を
開
始
す
る
こ
と

に
伴
い
、
関
係
す
る
規
定
を
整
備

す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る

も
の
で
す
。

第
１
２
５
号
議
案　
成
瀬
中

央
あ
お
ぞ
ら
学
童
保
育
ク
ラ

ブ
外
７
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

　

成
瀬
中
央
あ
お
ぞ
ら
学
童
保
育

ク
ラ
ブ
外
７
施
設
を
管
理
す
る
指

定
管
理
者
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

第
１
２
８
号
議
案　
相
原
中

央
公
園
外
２４
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

相
原
中
央
公
園
外
２４
施
設
を
管

理
す
る
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る

も
の
で
す
。

　

令
和
５
年
（
２
０
２
３
年
）
第

３
回
町
田
市
議
会
定
例
会
に
お
い

て
採
択
さ
れ
た
、
請
願
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

町
田
市
公
立
小
中
学
校
図
書

館
学
校
司
書
配
置
を
求
め
る

請
願

経
過
及
び
結
果

　

町
田
市
で
は
、
学
校
図
書
指
導

員
が
各
学
校
に
お
い
て
１
日
４
時

間
を
超
え
な
い
範
囲
で
、
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
学
校
図
書
指
導
員
は
、
図

書
の
貸
出
や
返
却
、
新
し
い
本
を

購
入
す
る
等
の
蔵
書
管
理
や
図
書

館
の
環
境
整
備
を
行
い
、
学
校
図

書
館
機
能
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
継
続
し
て
学
校
図
書

指
導
員
に
は
ご
活
躍
い
た
だ
き
、

本
市
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
次
期
町
田
市
教
育
プ
ラ
ン

で
は
、
児
童
生
徒
が
本
に
触
れ
合

う
機
会
を
増
や
し
、
豊
か
な
知
識

や
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

学
校
図
書
館
の
機
能
を
強
化
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
重
点
事

業
に
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
現
行
の
学
校
図
書
指
導

員
に
加
え
、
司
書
、
司
書
補
又
は

司
書
教
諭
の
資
格
を
有
す
る
方
を

巡
回
型
職
員
と
し
て
任
用
す
る
な

ど
、
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
を
検
討

し
て
い
く
予
定
で
す
。

小
山
田
小
学
校
の
廃
校
時
期

見
直
し
の
議
論
を
求
め
る
請

願
経
過
及
び
結
果

　

教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
よ
り
良
い
教
育
環
境
で
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
既
に
望
ま

し
い
学
級
数
を
下
回
る
小
山
田
小

学
校
に
つ
い
て
、
新
た
な
学
校
づ

く
り
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
小
山

田
南
小
学
校
と
の
統
合
を
進
め
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
請
願
が
採
択

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
小
山
田

地
区
統
合
新
設
小
学
校
の
設
置
時

期
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
関
係
部

署
及
び
地
域
の
方
々
等
と
意
見
交

換
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　町田市議会では、常任委員会の活動として、市内の各種団体の皆さんと懇談会を開催し、市民と議会の
意見を交換する場としています。懇談会で出された意見については、議会活動に反映させていただきま
す。１１月に開催した懇談会は次のとおりです。

日付 団体名 内容 対応した常任委員会

１１月３０日 町田市障がい者福祉懇談会
○�重い障害や行動障害がある方が利
用できるグループホーム不足の解
消について　等

健康福祉

　目の不自由な方のために、
点字と声（カセットテープ
版、デイジー版）の「町田
市議会だより」を発行して
います。ご希望の方は、議
会事務局調査法制係（☎０４
２―７２４―４０４９）までお申し込
みください。

　本市議会では、１２月定例会でアンケートを
実施し、傍聴されて気づいた点や市議会全般
についてご意見をお聞きする機会としていま
す。傍聴券の交付を受ければどなたでも傍聴
することができます。また、本会議、常任委
員会、特別委員会等は、ライブ中継・録画配
信を行っています。ぜひご覧ください。

主なご意見（抜粋）
○�財政に不安を感じます。町田市の発信がＪ１で増えるチャンスを活
かしてほしいですね。

○�広報まちだにもう少し詳細に書かれていたら良いです。
○�子どもの記憶に残る運営・企画をして頂きたい。税金の使い方をお
願いします。

○�さまざまな自治体にて傍聴してまいりましたが、印刷資料をたくさ
ん頂けることは、内容を知るために大切なことであると思いました。

ご協力いただき、誠にありがとうございました。



（6）令和６年（２０２４年）１月３０日 No.231町田市議会だより

　町田市議会には、４つの常任委員会が設置されており、本会議で付託された議案・請願、
所管事務調査による行政報告等、各所管事項について詳細にわたり審査を行っています。
その中から、各委員会の主な審査状況をお知らせします。

委員会の審査から

１２
月
１３
日
に
議
案
６
件
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

総
　
務

町
田
市
個
人
番
号
及
び
特
定

個
人
情
報
の
利
用
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
委
員　
町
田
市
民
の
マ
イ
ナ
カ

ー
ド
取
得
率
が
７
割
と
い
う
こ
と

で
非
常
に
高
い
と
思
う
が
、
こ
の

７
割
の
方
の
う
ち
、
ど
の
く
ら
い

の
方
が
公
金
の
受
け
取
り
口
座
を

ひ
も
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う

統
計
が
分
か
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

　
市
政
情
報
課
長　
カ
ー
ド
の
分

母
は
交
付
の
件
数
と
い
う
数
字
に

な
る
こ
と
と
、
町
田
市
独
自
の
数

字
が
取
れ
な
い
の
で
、
全
国
の
数

字
で
あ
る
と
前
提
を
し
ま
し
て
、

デ
ジ
タ
ル
庁
で
公
表
し
て
い
る
数

字
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。
公

金
受
け
取
り
口
座
の
登
録
率
は
、

全
国
で
、
11
月
26
日
時
点
で
64
・

５
％
で
す
。
健
康
保
険
証
利
用
の

登
録
率
は
、
同
じ
時
点
で
73
・
９

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
委
員　
今
回
、
戸
籍
情
報
、
口

座
情
報
な
ど
が
情
報
と
し
て
あ
る

が
、
管
理
や
個
人
情
報
の
保
護
と

い
う
点
で
市
に
求
め
ら
れ
て
い
る

課
題
は
ど
う
い
う
も
の
が
あ
る
か
。

　
市
政
情
報
課
長　
特
に
マ
イ
ナ

１２
月
１３
日
、
１２
月
２２
日
に
議

案
８
件
、
請
願
１
件
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

町
田
市
民
病
院
使
用
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
委
員　
新
し
い
ル
ー
ル
で
多
焦

点
の
白
内
障
の
手
術
に
関
す
る
取

扱
い
が
変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
こ

と
だ
が
、
多
焦
点
レ
ン
ズ
の
特
徴

は
。

　
医
事
課
長　
多
焦
点
眼
内
レ
ン

ズ
は
、
遠
い
と
こ
ろ
、
中
間
、
近

い
と
こ
ろ
、
複
数
の
距
離
に
焦
点

が
合
わ
せ
ら
れ
る
レ
ン
ズ
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
選
定
療
養

費
と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ
ん
な
複

数
の
距
離
に
照
準
が
合
わ
せ
ら
れ

た
レ
ン
ズ
と
い
う
形
に
な
り
ま
す
。

　
委
員　
最
初
は
５
％
ぐ
ら
い
か

ら
多
焦
点
レ
ン
ズ
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
が
、

全
面
的
に
多
焦
点
レ
ン
ズ
を
押
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。

　
医
事
課
長　
多
焦
点
眼
内
レ
ン

ズ
は
、
金
額
的
に
高
額
に
な
り
ま

す
の
で
、
患
者
さ
ん
の
状
況
に
合

わ
せ
て
ご
案
内
は
さ
せ
て
い
た
だ

こ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
委
員　
多
焦
点
を
全
面
的
に
押

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ

ッ
ト
を
説
明
し
た
上
で
、
患
者
が

判
断
で
き
る
よ
う
な
情
報
提
供
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
の
か
。

　
医
事
課
長　
両
方
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
は
お
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
、
ご
案
内
さ
せ
て
い
た

だ
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
田
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
委
員　
単
胎
妊
娠
と
多
胎
妊
娠

と
い
う
こ
と
で
、
２
つ
分
け
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
の
考
え
方
は
、
手

が
か
か
る
と
か
、
仕
事
が
で
き
な

い
期
間
が
長
く
な
る
と
か
、
基
本

的
に
ど
う
い
う
考
え
方
で
２
つ
を

ン
バ
ー
に
関
す
る
情
報
は
、
厳
格

に
取
り
扱
う
べ
き
も
の
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
例

え
ば
、
最
も
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
り
扱
う
事
務

の
業
務
手
順
を
一
人
一
人
の
従
事

者
が
徹
底
す
る
こ
と
で
あ
る
と
か
、

従
事
者
に
定
期
的
に
教
育
を
行
っ

て
い
く
と
か
、
そ
う
い
っ
た
措
置

を
き
ち
ん
と
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
（
２
０
２
３
年

度
）
町
田
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
８
号
）　
　
　
　

～
ふ
る
さ
と
納
税
及
び
ま
ち

だ
未
来
づ
く
り
基
金
積
立
金

に
つ
い
て
～

　
委
員　
返
礼
品
の
額
が
ち
ょ
っ

と
低
い
気
が
す
る
が
、
そ
れ
は
在

庫
の
関
係
と
か
で
そ
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
財
政
課
担
当
課
長　
寄
附
額
に

対
し
て
の
返
礼
品
の
金
額
で
す
が
、

総
務
省
で
３
割
と
い
う
よ
う
な
基

準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
を
下
回
る
形
で
設
定
し
て
い

ま
す
。
今
回
増
額
す
る
寄
附
額
は

約
７
８
０
０
万
円
を
想
定
し
、
そ

れ
に
応
じ
た
額
と
い
う
こ
と
で
２

３
０
０
万
円
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
委
員　
ま
ち
だ
未
来
づ
く
り
基

金
積
立
金
の
内
容
と
算
出
根
拠
に

つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

　
財
政
課
担
当
課
長　
内
容
で
す

が
、
ま
ち
だ
未
来
づ
く
り
基
金
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
で
集
ま
っ
た
寄
附

金
と
い
う
の
を
一
旦
積
み
立
て
し
、

来
年
度
以
降
の
事
業
費
に
活
用
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
を
目
的
に
し

た
基
金
で
す
の
で
、
今
回
、
補
正

を
し
ま
し
た
７
８
０
０
万
円
に
つ

い
て
、
ま
ち
だ
未
来
づ
く
り
基
金

の
ほ
う
に
積
み
立
て
る
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
。

健
康
福
祉

設
け
た
の
か
。

　
保
険
年
金
課
長　
単
胎
妊
娠
、

多
胎
妊
娠
の
４
か
月
と
６
か
月
の

考
え
方
で
す
が
、
国
は
出
産
前
の

６
週
間
か
ら
出
産
後
８
週
間
ま
で

の
約
１
０
０
日
間
は
、
出
産
す
る

被
保
険
者
の
働
く
こ
と
が
で
き
な

い
期
間
と
考
え
、
出
産
前
後
１
２

０
日
間
に
相
当
す
る
４
か
月
を
減

額
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
多
胎
妊

娠
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
よ

り
２
か
月
影
響
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
の
６
か
月
の
設
定
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
委
員　
こ
れ
を
や
る
こ
と
で
町

田
市
に
お
い
て
は
、
国
保
で
想
定

人
数
と
い
う
の
は
ど
の
ぐ
ら
い
に

な
る
と
考
え
て
い
る
か
。

　
保
険
年
金
課
長　
23
年
度
、
24

年
１
月
か
ら
こ
の
制
度
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
が
、
今
年
度
に
つ
い
て

は
１
１
０
人
、
24
年
度
に
つ
い
て

は
、
年
間
で
３
２
０
人
を
見
込
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
委
員　
減
額
に
対
す
る
市
の
負

担
割
合
が
あ
る
の
か
。

　
保
険
年
金
課
長　
産
前
産
後
期

間
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
国
が
２

分
の
１
、
市
が
４
分
の
１
ず
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

１２
月
１２
日
に
議
案
５
件
、
請

願
２
件
の
審
査
を
行
い
ま
し

た
。 文

教
社
会

町
田
市
子
ど
も
に
や
さ
し
い

ま
ち
条
例

　
委
員　
第
14
条
の
「
権
利
の
侵

害
か
ら
の
救
済
」
に
つ
い
て
、
具

体
的
に
ど
ん
な
救
済
を
し
て
く
れ

る
の
か
書
け
な
か
っ
た
の
か
な
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考

え
て
い
る
の
か
教
え
て
ほ
し
い
。

　
子
ど
も
総
務
課
長　
こ
ち
ら
は

市
、
保
護
者
、
施
設
関
係
者
、
子

ど
も
を
取
り
巻
く
様
々
な
主
体
が

子
ど
も
へ
の
暴
力
等
を
防
止
す
る

た
め
に
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
。

暴
力
等
の
早
期
発
見
に
努
め
ま
す

と
い
う
、
子
ど
も
守
る
、
権
利
の

侵
害
か
ら
救
済
す
る
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
定
め
て
い
る
も
の
で
す

が
、
こ
の
条
例
全
体
と
し
ま
し
て
、

各
主
体
の
責
務
、
ま
た
、
そ
れ
が

子
ど
も
の
権
利
の
推
進
の
た
め
に

何
を
し
て
い
く
と
い
う
基
本
的
な

と
こ
ろ
を
ま
と
め
て
お
り
、
そ
の

様
々
な
施
策
に
つ
い
て
は
計
画
に

定
め
て
実
施
す
る
と
い
う
ふ
う
な

つ
く
り
と
し
て
い
ま
す
。
他
市
条

例
な
ど
で
は
、
か
な
り
具
体
的
に

書
か
れ
て
い
る
も
の
と
か
、
権
利

擁
護
の
た
め
の
機
関
と
か
が
定
め

ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

町
田
市
の
条
例
を
今
回
定
め
る
に

当
た
っ
て
は
、
基
本
的
な
権
利
、

主
体
を
示
し
、
そ
し
て
市
と
し
て
、

そ
れ
を
推
進
す
る
た
め
に
権
利
の

主
体
が
何
を
し
て
い
く
か
と
い
う

よ
う
な
、
そ
う
い
っ
た
つ
く
り
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
詳
細
に
一

つ
一
つ
の
主
体
が
ど
こ
ま
で
す
る

と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
書
か
れ
て

い
な
い
よ
う
な
つ
く
り
方
を
し
て

い
ま
す
。

　
委
員　
人
権
擁
護
委
員
は
一
般

の
市
民
の
方
で
、
市
内
に
住
ん
で

い
る
方
で
あ
る
の
で
、
子
ど
も
の

人
権
だ
っ
た
り
秘
密
を
守
る
と
い

う
と
こ
ろ
で
は
、
第
三
者
機
関
が

必
要
と
考
え
る
が
、
子
ど
も
の
権

利
侵
害
を
現
行
制
度
や
取
組
で
解

決
で
き
な
い
と
き
に
行
政
へ
の
勧

告
権
限
も
、
人
権
擁
護
委
員
に
は

な
い
の
で
、
委
員
の
中
か
ら
も
意

見
が
あ
っ
た
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
と

い
う
か
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
と
言

わ
れ
る
よ
う
な
第
三
者
に
よ
る
権

利
擁
護
の
機
関
、
そ
う
い
っ
た
機

関
の
設
置
を
進
め
て
い
く
べ
き
だ

と
思
う
。
権
利
擁
護
機
関
に
つ
い

て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
子
ど
も
総
務
課
長　
第
三
者
機

関
等
の
設
置
に
つ
い
て
で
す
が
、

例
え
ば
江
戸
川
区
と
か
武
蔵
野
市

な
ど
で
も
そ
う
い
っ
た
機
関
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

と
こ
ろ
が
、
子
ど
も
の
相
談
の
受

け
止
め
と
か
、
行
政
に
対
す
る
勧

告
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
機
能
が
あ

り
ま
し
て
、
市
に
お
い
て
も
、
地

域
に
お
け
る
相
談
の
受
け
止
め
と

か
、
児
童
相
談
所
も
含
む
新
た
な

関
係
機
関
の
連
携
体
制
な
ど
、
そ

う
い
っ
た
も
の
の
中
で
ど
う
い
っ

た
機
関
と
か
機
能
が
必
要
な
の
か

を
条
例
制
定
後
に
、
検
証
し
な
が

ら
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

１２
月
１２
日
に
議
案
９
件
、
請

願
１
件
の
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

建
　
設

忠
生
公
園
外
７
３
９
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
　
委
員　
忠
生
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の

１
年
先
延
ば
し
の
理
由
と
、
７
４

０
施
設
一
体
管
理
な
の
で
、
例
え

ば
、
こ
れ
ま
で
の
直
営
と
の
違
い
、

費
用
的
に
削
減
さ
れ
る
の
か
と
か
、

そ
う
い
っ
た
そ
の
他
の
効
果
は
ど

う
い
っ
た
も
の
を
考
え
て
い
る
の

か
。

　
公
園
管
理
担
当
課
長　
ま
ず
、

忠
生
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を
25
年
の
４

月
か
ら
に
し
た
理
由
で
す
が
、
忠

生
ス
ポ
ー
ツ
公
園
は
23
年
９
月
に

新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
た
公
園
に
な

り
ま
す
。
管
理
実
績
が
十
分
あ
る

わ
け
で
は
な
く
、
地
域
、
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上
で
指
定

管
理
者
に
お
願
い
し
て
い
く
た
め

の
期
間
と
し
て
１
年
間
取
っ
て
い

ま
す
。
指
定
管
理
者
に
す
る
効
果

に
つ
い
て
で
す
が
、
経
費
に
つ
い

て
は
さ
ほ
ど
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
我
々
と
し
て
は
、
民
間
事

業
者
の
ア
イ
デ
ア
と
か
、
そ
う
い

う
も
の
を
生
か
す
た
め
に
指
定
管

理
者
に
し
て
、
市
立
の
公
園
を
よ

り
よ
く
、
魅
力
あ
る
も
の
に
し
て

い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
委
員　
今
回
、
公
園
の
管
理
運

営
に
つ
い
て
、
管
理
だ
け
で
は
な

く
て
、
日
頃
の
運
営
に
つ
い
て
地

域
と
の
協
議
の
場
を
つ
く
る
と
い

う
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
公
園
管
理
担
当
課
長　
地
元
と

話
し
合
う
担
当
を
設
け
る
こ
と
と

い
う
ふ
う
に
公
募
の
条
件
に
も
し

て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公

園
が
あ
る
地
元
と
は
密
接
に
連
絡
、

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
も
各

公
園
に
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

う
い
っ
た
方
々
と
話
し
合
い
な
が

ら
運
営
を
進
め
て
い
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
委
員　
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

ン
タ
ー
が
で
き
、
そ
れ
に
伴
っ
て

こ
の
町
で
価
値
を
高
め
る
た
め
に

ス
ポ
ー
ツ
公
園
と
か
、
そ
う
い
っ

た
も
の
を
建
て
て
ほ
し
い
と
い
う

地
元
の
要
望
が
あ
り
、
例
え
ば
バ

イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
に
伴

っ
た
プ
ー
ル
だ
と
か
温
浴
施
設
、

一
体
と
な
っ
て
い
る
行
政
も
関
わ

り
の
中
で
協
議
の
場
を
し
っ
か
り

つ
く
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
の
で
、
そ
の
考
え
は
ど
う

か
。

　
公
園
管
理
担
当
課
長　
忠
生
地

区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
状
、
市

と
地
元
の
方
々
と
の
話
合
い
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、

指
定
管
理
者
に
移
行
し
て
い
く
際

に
も
市
は
密
接
に
関
係
し
て
、
バ

イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
と
温

浴
施
設
等
々
の
指
定
管
理
者
と
も

話
合
い
の
場
を
設
け
て
い
き
た
い

と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ

ー
周
辺
ま
ち
づ
く
り
と
の
関
係
性

は
、
今
後
も
変
わ
ら
な
い
よ
う
な

形
で
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

第
１7
期

　
町
田
市
議
会
改
革
調
査

　
　
　
特
別
委
員
会
を
開
催

　

11
月
30
日
、
12
月
11
日
に
開
催

さ
れ
、
次
の
付
議
事
件
や
請
願
の

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

付
議
事
件

①�

議
員
の
調
査
活
動
等
に
関
す
る

事
項

②�

議
会
の
権
能
・
機
能
強
化
に
関

す
る
事
項

③�

議
会
の
情
報
提
供
に
関
す
る
事

項

の
調
査
・
検
討

（
11
月
30
日
、
12
月
11
日
）

請
願
第
１6
号　
町
田
市
議
会
政
務

活
動
費
の
使
途
の
透
明
性
の
確
保

に
関
す
る
請
願�

（
12
月
11
日
）
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令
和
５
年
第
１
回
臨
時
会
を
開
催

令
和
５
年
度

11
月
補
正
予
算

�

の
あ
ら
ま
し

　

令
和
５
年
第
１
回
町
田
市
議
会

臨
時
会
が
、
11
月
10
日
に
開
催
さ

れ
、
「
令
和
５
年
度
（
２
０
２
３

年
度
）
町
田
市
一
般
会
計
補
正
予

　

11
月
補
正
予
算
で
は
、
町
田
Ｇ

Ｉ
Ｏ
Ｎ
ス
タ
ジ
ア
ム
に
て
、
１
日

最
大
１
５
０
０
０
人
規
模
の
イ
ベ

ン
ト
開
催
が
多
く
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
渋
滞
の
緩
和
、
来
場
者

の
円
滑
な
移
動
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
野
津
田
公
園
内
に
バ
ス
を

乗
り
入
れ
る
た
め
の
改
修
工
事
等

や
、
大
型
バ
ス
に
よ
る
輸
送
を
行

い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
お
も
て
な

し
や
地
域
経
済
活
性
化
の
機
運
を

高
め
る
た
め
、
町
田
駅
ペ
デ
ス
ト

リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の
壁
面
を
活
用
し

た
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
ま
す
。

　

11
月
補
正
予
算
額
は
、
一
般
会

計
の
歳
入
・
歳
出
が
そ
れ
ぞ
れ
５

９
４
０
万
３
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
補
正
額
の
う
ち
歳
入

は
、
繰
入
金
…
５
９
４
０
万
３
千

円
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お

り
で
す
。土

　
木
　
費

　

道
路
計
画
費
の
道
路
橋
梁
整
備

費
…
３
１
５
６
万
５
千
円
。
公
園

緑
地
費
の
野
津
田
公
園
費
…
１
６

５
０
万
円
。

算
（
第
７
号
）」
ほ
か
議
案
２
件

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結

果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
・
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

( 単位：千円）

区　　分 補正前の額 補正額 計構成比（％） 構成比（％）
一 般 会 計 182,699,367 57.7 59,403 182,758,770 57.7 

特　
別　
会　
計

国民健康保険
事 業 会 計 42,856,817 13.6 0 42,856,817 13.5 
介 護 保 険
事 業 会 計 39,918,691 12.6 0 39,918,691 12.6 
後期高齢者医療
事 業 会 計 13,578,030 4.3 0 13,578,030 4.3 
鶴川駅南土地区画
整 理 事 業 会 計 437,862 0.1 0 437,862 0.1 
下水道事業会計 19,319,024 6.1 0 19,319,024 6.1 

収 益 的 12,119,466 3.8 0 12,119,466 3.8 
資 本 的 7,199,558 2.3 0 7,199,558 2.3 

病院事業会計 17,850,132 5.6 0 17,850,132 5.7 
収 益 的 16,174,706 5.1 0 16,174,706 5.1 
資 本 的 1,675,426 0.5 0 1,675,426 0.6 
小　　計 133,960,556 42.3 0 133,960,556 42.3 

合　　計 316,659,923 100.0 59,403 316,719,326 100.0 

令和５年度（２０２３年度）11月補正　会計別予算構成表

★令和５年（２０２３年）第４回定例会議案審議結果一覧表
賛否が分かれた議案 ※戸塚正人議員は議長のため通常の採決には参加できません。

○　賛成　　×　反対　　－　棄権　　空欄は欠席 まちだ市民クラブ 公明党 自由民主党 選ばれる町田をつくる会 日本共産党 無所属 諸派

議決
月日議案

番号 議　　案　　名 議決
結果

東 

友
美

渡
辺
さ
と
し

小
野
り
ゅ
う
じ

笹
倉
み
ど
り

佐
藤
和
彦

森
本
せ
い
や

戸
塚
正
人（
議
長
）

今
村
る
か

お
ん
じ
ょ
う
由
久

小
野
寺
ま
な
ぶ

村
ま
つ
俊
孝

松
葉
ひ
ろ
み

山
下
て
つ
や

お
く
栄
一

佐
藤
伸
一
郎

加
藤
真
彦

石
川
好
忠

三
遊
亭
ら
ん
丈

藤
田　
学

木
目
田
英
男

渡
辺
厳
太
郎

白
川
哲
也

い
わ
せ
和
子

若
林
章
喜

細
野
龍
子

田
中
美
穂

佐
々
木
智
子

殿
村
健
一

松
岡
み
ゆ
き

新
井
よ
し
な
お

吉
田
つ
と
む

お
ぜ
き
重
太
郎

矢
口
ま
ゆ

熊
沢
あ
や
り

中
川
幸
太
郎

秋
田
し
づ
か

★　市　長　提　出　議　案
第114号 町田市個人番号及び特定個人情報の利用等に関する条例の一

部を改正する条例
可　決

（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12月22日

第133号 町田市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条
例

可　決
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 12月22日

第134号 町田市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例 可　決
（賛成多数）○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × ○ ○ ○ 12月22日

第135号 町田市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条
例の一部を改正する条例

可　決
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 12月22日

★　議　員　提　出　議　案
第25号 パレスチナ自治区ガザ地区における即時かつ持続的な人道的

休戦を求める意見書
可　決

（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 12月22日

第26号 企業・団体献金及び企業・団体による政治資金パーティー券購
入の禁止を求める意見書 否　決 × × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × × × ○ 12月22日

第27号 オスプレイの即時飛行停止と配備撤回を求める意見書 否　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ 12月22日

第28号 「クリーンエネルギー自動車」および「ＺＥＶ車両」に対する補助
制度に国内メーカー優遇の制度改定を求める意見書 否　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 12月22日

★　請　願
第15号 加齢性難聴者の補聴器購入の助成を求める請願 不採択 ○ ○ ○ ○ × ×

議
長

× × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 12月22日
第16号 町田市議会政務活動費の使途の透明性の確保に関する請願 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 12月22日
第17号 小山田地域の小・中学校の存続を求める請願 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ 12月22日
第18号 鶴川第二・三・四小学校統廃合計画の変更と延期を求める請願 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ 12月22日
第19号 野津田公園の湿生植物園についての請願 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ 12月22日

議案
番号 議　　案　　名 議決

月日
★　市　長　提　出　議　案          
第109号 令和5年度（2023年度）町田市一般会計補正予算（第8号） 12月22日
第110号 令和5年度（2023年度）町田市国民健康保険事業会計補正予算（第2号） 12月22日
第111号 令和5年度（2023年度）町田市介護保険事業会計補正予算（第2号） 12月22日
第112号 令和5年度（2023年度）町田市後期高齢者医療事業会計補正予算（第2号） 12月22日
第113号 公益的法人等への町田市職員の派遣に関する条例の一部を改正する条例 12月22日
第115号 町田市高齢者在宅サービスセンター条例の一部を改正する条例 12月22日
第116号 町田市国民健康保険条例の一部を改正する条例 12月22日
第117号 町田市子どもにやさしいまち条例 12月22日

第118号 町田市空家等の発生の予防、適切な管理及び活用の促進に関する条例の一部を改
正する条例 12月22日

第119号 町田市民病院使用条例の一部を改正する条例 12月22日
第120号 東京都市公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の増加及び東京都市公平委

員会共同設置規約の変更について 11月29日
第121号 町田市一般廃棄物指定収集袋購入（単価契約） 11月29日
第122号 忠生630号線（第二期）道路改良工事（その4）請負契約の変更契約 12月22日
第123号 相模原市道宮上横山（相模原都市計画道路3・4・6号　宮上横山線）及び町田市道堺957号線（町

田都市計画道路3・4・41号ニュータウン幹線）の橋の新設に伴う上部工事に関する協定の変更協定 12月22日

全員一致で可決・同意された議案
議案
番号 議　　案　　名 議決

月日
★　市　長　提　出　議　案          
第124号 児童扶養手当返還金等に係る訴訟の提起について 11月29日
第125号 成瀬中央あおぞら学童保育クラブ外7施設の指定管理者の指定について 12月22日
第126号 藤の台ポケット組学童保育クラブの指定管理者の指定について 12月22日
第127号 小山田学童保育クラブ外1施設の指定管理者の指定について 12月22日
第128号 相原中央公園外24施設の指定管理者の指定について 12月22日
第129号 香山緑地外9施設の指定管理者の指定について 12月22日
第130号 野津田公園外11施設の指定管理者の指定について 12月22日
第131号 町田中央公園外4施設の指定管理者の指定について 12月22日
第132号 忠生公園外739施設の指定管理者の指定について 12月22日
第136号 令和5年度（2023年度）町田市一般会計補正予算（第9号） 12月22日
第137号 人権擁護委員候補者の推薦につき同意方について 12月22日
★　議　員　提　出　議　案

第22号 認知症との共生社会の実現を求める意見書 12月22日
第23号 食品ロス削減への国民運動のさらなる推進を求める意見書 12月22日
第24号 医療・介護・障害福祉分野における処遇改善等を求める意見書 12月22日

★令和５年（２０２３年）第１回臨時会議案審議結果一覧表 ※戸塚正人議員は議長のため通常の採決には参加できません。
○　賛成　　×　反対　　－　棄権　　空欄は欠席 まちだ市民クラブ 公明党 自由民主党 選ばれる町田をつくる会 日本共産党 無所属 諸派

議決
月日議案

番号 議　　案　　名 議決
結果

東 

友
美

渡
辺
さ
と
し

小
野
り
ゅ
う
じ

笹
倉
み
ど
り

佐
藤
和
彦

森
本
せ
い
や

戸
塚
正
人（
議
長
）

今
村
る
か

お
ん
じ
ょ
う
由
久

小
野
寺
ま
な
ぶ

村
ま
つ
俊
孝

松
葉
ひ
ろ
み

山
下
て
つ
や

お
く
栄
一

佐
藤
伸
一
郎

加
藤
真
彦

石
川
好
忠

三
遊
亭
ら
ん
丈

藤
田　
学

木
目
田
英
男

渡
辺
厳
太
郎

白
川
哲
也

い
わ
せ
和
子

若
林
章
喜

細
野
龍
子

田
中
美
穂

佐
々
木
智
子

殿
村
健
一

松
岡
み
ゆ
き

新
井
よ
し
な
お

吉
田
つ
と
む

お
ぜ
き
重
太
郎

矢
口
ま
ゆ

熊
沢
あ
や
り

中
川
幸
太
郎

秋
田
し
づ
か

★　市　長　提　出　議　案
第107号 令和5年度（2023年度）町田市一般会計補正予算（第7号） 可　決

（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11月10日

第108号 町田市立陸上競技場ナイター照明設備改修工事請負契約 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11月10日

報告第8号 薬師池北ふるさとの森における物損事故に係る損害賠償額の
専決処分の承認を求めることについて

承　認
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11月10日
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◎
１２
月
定
例
会
の
日
程

傍聴者数：１３４名

月

日

内
　
　
容

１１
２９
㊌
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

１

３０
㊍
議
案
説
明
会

第
１７
期
町
田
市
議
会

改
革
調
査
特
別
委
員

会

１２
４
㊊
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

１３

５
㊋

本
会
議

１７

６
㊌

９

７
㊍

２２

８
㊎

９

１１
㊊

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

第
１７
期
町
田
市
議
会

改
革
調
査
特
別
委
員

会

８

１２
㊋
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

３３

１３
㊌
常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

７
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１５

Ｑ 意見交換会に参加し、
市議会についての関心
が向上しましたか？

意意 見見 交交 換換

発発 表表 表表 決決 体体 験験

政治を身近に感じてもらうには？
　　　～高校生のアイデアで投票率UPを～

自分が市長だったら何がやりたいか？

高校生と議員が８つのグループに分かれ第１ラウンド・
第２ラウンド、各50分間、意見交換を行いました。

意見交換の最後に、各グループの代表者が、
集まった意見や感想を発表しました。

第第６６回回 1111月月５５日に開催日に開催特集！
高校生高校生　　議員議員　　　と　　の意見交換会

郵便でも
みんな投票
できるよう
にする！

堅いイメージをな

くして、子どもで

もわかることばで

伝えてほしい！

環境にやさしい

町田をつくりた

い！

学校の修学旅行や

給食を無償化する！

集まった
　意見や感想の

最後は
議場で

賛 成
反 対

第１ラウンド 第２ラウンド

Q、議員とお話ができて
よかったと思いますか？

～終了後の
　　アンケートより～

◆ 向上した ３１人
◆ どちらかといえば
　 向上した ９人
　　　　（回答総数４２人）

※引率教員含む

2023年12月22日に、意見交換会の
実施報告書を市長へ提出しました！

　11月1６日に町田市において、４年ぶりの開催と
なる、町田、相模原両市の議員による議員交流会
が行われました。
　当日は、町田市バイオエネルギセンターにて、
施設の概要説明ののち、３グループに分かれ、工
場棟の見学および質疑応答を行いました。
　議員交流会を通し、両地域をさらに発展させる
ため、議員相互の情報交換とともに、活発な意見
交換が行われました。

町田市バイオ
エネルギーセンター
での施設見学の様子

相模原市議会議員と
議員交流会を
開催しました
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